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要　　　　　旨

　人口減少が進む中で地域銀行の再編は不可避なのか，また，地域銀行の再編を行う場合，どの
ような点に留意にすべきかを考察する。第二地方銀行においては，地方銀行に比べ，預金吸収力
や貸出額，金利等の価格競争力の低さが窺える。現段階においては，経済規模の小さい地域の地
域銀行が，経済規模の大きな地域に進出することで，経営の安定を図ることが可能であるが，今
後，人口減少が日本の全ての地域において生じた場合，そのビジネスモデルは成り立たず，経済
規模が現在大きな地域においても，今後これまで以上に金融機関同士の預金獲得・貸出競争が激
しくなる。こうした背景のもと，地域銀行の再編は不可避である。人口減少社会における地域銀
行の再編に当たっては，経営基盤の強化の観点のみから行うのではなく，地域経済の活性化や地
域社会の安定維持のために必要とされる金融商品やサービスを提供しうる地域銀行を構築すると
いう視点が必要である。

キーワード：地域銀行の再編・ビジネスモデル・地域経済・公共性

は じ め に

　近年，金融庁は，今後の人口減少に伴う市場縮小を懸念し，地方銀行・第二地方銀行に対して，
再編を促す姿勢を強めている。金融庁長官の畑中太郎氏は，2014年１月の地銀・第二地銀それぞ
れの会合で「非常に多くの地銀が黄色信号。聖域を設けず取り組んでほしい」と強調したとされ
る（日本経済新聞2014年１月25日）。これに対し，現在，十分な預金額を有している銀行側にお
いては，多くの地域銀行において危機感はそれほど強くないが，再編を進めている地域銀行もあ
る。そもそも地域銀行の再編は必要なのであろうか。また，現在，地域銀行の再編はどのように
進んでいるのであろうか。地域銀行の再編は，地域経済にも大きく影響する。そうであるなら
ば，どのように将来を見据えて再編を行っていくべきなのであろうか。本論文では，現在，地方
銀行や第二地方銀行の地域銀行を取り巻く環境が変化する中で，地域銀行がどのように再編を進
めているのかを見るとともに，地域経済において求められる地域銀行の機能やサービスとは何か
を考えることによって，地域銀行の再編のあり方や課題を検討してみたい。
　本論文の構成は，以下の通りである。まず，Ⅰにおいて，地方銀行の経営の現状を見る。Ⅱで
は，地域銀行の再編の現状を見るとともにその問題点を明らかにする。Ⅲでは，地域経済を支え
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るために求められる地域銀行の機能・サービスと地域銀行再編の課題について考える。Ⅳでは，
本論文の簡単なまとめを行う。

Ⅰ．地域銀行の経営の現状

　本章では，まず，地域銀行の経営の現状を損益計算書や貸出金利等から見るとともに，都市銀
行や信託銀行のそれと比較する。

１．地域銀行の収益
　図表Ⅰ－１は，銀行の利益の推移を示している。これによると，地方銀行の当期純利益は，リ
ーマンショック以前の水準まで回復し，また，第二地方銀行においてもリーマンショック以前の
水準を超えている。しかしながら，業務純益においては，地方銀行，第二地方銀行ともリーマン
ショック以前の水準まで回復していない。他方，都市銀行や信託銀行においては，当期純利益，
及び，業務純益とも，リーマンショック以前の水準には回復していない。もちろん，景気の変動
を受けるため，今後景気がよくなれば，リーマンショック以前の水準を超える可能性はある。
　なお，2013年現在において，当期純利益が赤字になっている全国銀行はない（図表Ⅰ－２）。

２．地域銀行の預金吸収力と貸出力
　次に，図表Ⅰ－３，図表Ⅰ－４によって，預金残高と貸出金の推移を見る。まず預金残高にお
いては，地方銀行の預金残高は増加傾向にあり，2013年における預金残高を1997年のそれと比較

図表Ⅰ－１　全国銀行の利益の推移 （百万円）

資料：全国銀行協会ＨＰ　統計資料より作成

図表Ⅰ－２　全国銀行の当期準利益の赤字行数 （行）

資料：全校銀行協会HP　統計資料より作成
注：当期純利益の赤字行対象は，全国銀行：都市銀行，地方銀行，地方銀行

Ⅱ，信託銀行，新生銀行，あおぞら銀行
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してみると37％の伸びを示している。第二地方銀行の預金残高は，2000年代前半に減少した後，
2010年代前半には増加傾向に転じたが，2013年における預金残高を1997年のそれと比較してみる
と－0.63％の減少である。これに対し，都市銀行，信託銀行における，それぞれの同時期の預金
残高を比較してみると，前者は44％，後者は57％の伸びを示している。全国銀行の預金残高が増
加する中で，第二地方銀行の預金吸収力は低いと言える。
　貸出金については，全国銀行ベースでは，1997年には4,910,521億円であったが，2013年におい
ては4,430,089億円となり，－9.8％の減少となっている。そうした中で，図表Ⅰ－４に見られる
ように，地方銀行の貸出金は増加しており，1997年の貸出金と2013年のそれとを比較すると22％
の伸びとなっているが，第二地方銀行の同時期の貸出金は，－15％減少している。預金量の減少
と比較してもその下げ幅は大きい。なお，都市銀行，信託銀行の同時期の貸出金については，前
者は－16％の減少，後者は8.9％の伸びとなっている。

図表Ⅰ－３　全国銀行の預金残高の推移

資料：全国銀行協会　統計資料より作成

図表Ⅰ－４　全国銀行の貸出金の推移

資料：全国銀行協会　統計資料より作成
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３．地域銀行の価格競争力
　さらに，貸出金利の推移を図表Ⅰ－５で見てみよう。1994年１月，1997年９月，2014年７月時
点における貸出約定平均金利は，都市銀行は，3.435％，1.778％，0.606％，地方銀行は，3.925
％，2.145％，1.334％，第二地方銀行は，4.538％，2.514％，1.603％，信託銀行は，n.a，2.887％，
2.041％となっている。第二地方銀行は，経営規模からしても都市銀行や地方銀行と異なり，規
模の経済が働きにくい。また，資金運用のノウハウも，都市銀行などと比較すると低く，そのた
め，都市銀行や地方銀行のような低い金利をつけることは容易なことではない。しかし，価格競
争力が弱ければ，当然のことながら，優良な顧客は都市銀行や地方銀行に取られてしまい収益環
境は厳しくならざるを得ない。先に見たように，地方銀行の貸出金が増加する一方で，第二地方
銀行の貸出金が減少しているのは，そうした競争力やリスク管理能力の問題があると考えられ
る。

Ⅱ．地域銀行の再編の現状とその考え方

　では，こうした地域銀行の経営の現状を踏まえて，地域銀行は，金融庁が言うように，再編を
行うべきなのであろうか。そうであるならば，どのように再編を進めていくべきであろうか。本
章では，地域銀行のビジネスモデルの変化を見るとともに，人口減少という地域銀行を取り巻く
マクロ環境が変化する中での現在の地域銀行のビジネスモデルの有効性を考察する。また，近年
の地域銀行の再編のあり方についてもみるとともに，地域銀行再編の問題点についても整理す
る。

１．地域銀行のビジネスモデルの変化
　地域銀行は，本来，地域金融の円滑化に貢献することを目的とした金融機関であり，預金をそ
の地域から集め，それを地元企業に貸し出すというビジネスモデルを基本としてきた。したがっ
て，このビジネスモデルのもとでは，地方銀行や第二地方銀行の経営は，地域の経済状況に大き

図表Ⅰ－５　貸出約定平均金利（新規）の推移

資料：日本銀行ＨＰ　統計資料
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く影響されることになる。そして，人口減少は，地域の経済に影響を与え，地元企業や地元の
人々を主要な顧客とする地域銀行の経営にも大きな影響を与える。もちろん，その地域の金融機
関の数や競争力により，その影響は異なる。
　しかし，近年の現状を見ると，地域銀行の預金がその域内で貸し出されているとは限らない。
また，地域銀行の預金が地域内で獲得したものとも限らない。星［2014］によれば，地域内での
資金需要があるにもかかわらず，他地域に資金を貸し出しており，島根県（38.0％），和歌山県

（40.5％），岐阜県（40.7％），香川県（42.4％），富山県（45.0％），群馬県（45.9％）では，地元向
け貸出が50％未満と言う。また，地元外への貸出額が地元外で獲得した預金を上回る自治体は，
44都道府県にも上ると報告している。したがって，人口減少が著しい地域の金融機関が経営難に
陥るとは必ずしも言えない。

２．人口減少下における現在のビジネスモデルの有効性の限界
　図表Ⅱ－１は，1950年から2040年までの地域別人口の推移及び将来推計を示している。この図
表によると，2010年には，北海道，東北，北陸，中国，四国の地域で人口が減少し始めている
が，先に図表Ⅰ－２で見たように，この時点で赤字になっている銀行はない。すなわち，現段階
においては，地域経済が弱い地域の銀行は，経済規模が大きく，多くの潜在的顧客が多い地域に
進出することで，経営の安定を図っていると考えられる。実際，星［2014］によれば，島根県の
主な貸出先は，中国域内，兵庫県，大阪府であり，和歌山県の場合は，大阪府，岐阜県は，愛知
県，三重県，大阪府などになっているとする。
　しかし，2020年以降は，日本の全ての地域において人口が減少していくと予測される（図表Ⅱ

図表Ⅱ－１　地域別人口の推移 （単位：上段1000人，下段％）

資料：国立社会保障・人口問題研究所
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－１）。特に，北海道，東北，北陸，中国，四国においては，2010年から2040年の間に，20％以
上の減少となる。そうであるならば，今後，さらに人口減少が全国規模で進み，経済が縮小して
いく地域が増えれば，現時点で経済規模が大きい地域においてもこれまで以上に金融機関同士の
預金獲得・貸出競争が激しくなっていくと考えられる。

３．地域銀行の再編の現状
　こうした中で，地域銀行の再編は，どのように行われているのであろうか。以下では，近年の
銀行の再編の動きを概観してみよう。図表Ⅱ－２は，2003年から2012年における銀行の合併・統
合の動きである。第二地方銀行の合併が多く見られ，同一地域での合併も多い。他方，近年，地
域銀行の中には，持ち株会社を設立し広域での再編も見られる（図表Ⅱ－３）。これらは，規模
の経済性を狙った経営基盤の強化，経営効率の向上，機能の相互補完を目的としたものである。

図表Ⅱ－２　銀行の合併

資料：全国銀行協会の資料をもとに作成・加筆

図表Ⅱ－３　持ち株会社を設立している地域銀行

資料：各HPにて作成
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４．地域銀行再編の問題
　以上のように地域銀行の再編のあり方は，変化しつつある。そして，今後さらに合併・経営統
合が行われていくであろう。しかし，その際，問題となるのは，地元企業との結びつきである。
地域銀行が，地元企業・地元経済を支えてこそ，人口減少下においても地元経済や日本経済を活
性化させることができる。地域銀行は，人口減少に備え，ただ単に経営基盤を強化するという視
点のみから再編を考えるのではなく，いかに地元企業・地元経済を支えていくのか，それを踏ま
えた再編こそが求められる。

Ⅲ．地域銀行再編の課題

　本章では，海外進出をする地元企業や地域経済・地域社会を支えるために求められる地域銀行
の機能・サービスとは何かを見る。

１．海外進出を支えるために地域銀行に必要な要件
　企業は今，国内や地域の市場が縮小することを視野に，海外の市場に進出している。図表Ⅲ－
１は，現地法人企業数を表している。2003年度の現地法人企業数は13,875社であったが，2012年
度には23,351社となり，68.3%の増加である。特に，アジアへの進出が顕著である。
　これらのアジア進出企業が銀行などの金融機関に期待する金融商品やサービスは，貿易金融の
提供，現地での運転資金や設備投資資金の供与，資金回収や決済サービスが必要であるとされ
る。実際にも，アジアにおいて我が国の銀行が提供している金融商品・サービスは，銀行の主要
な業務である貸出，預金，決済サービスに加え，会計や税制などの投資環境に係る情報提供，ビ
ジネスマッチング，現地企業に係る情報提供などである（全国銀行協会［2011］）。
　では，地域銀行は，どの程度海外に現在進出しているのであろうか。日本政策投資銀行

［2014］の纏めによれば，図表Ⅲ－２に示すように，2013年３月時点において，海外に進出して
いる地域銀行は，76行で91拠点を有する。ただし，これらの地域銀行の中で，第二地方銀行は，

（資料）経済産業省「海外事業活動基本調査」

図表Ⅲ－１　現地法人企業数の推移（地域別）
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北洋銀行とみなと銀行のみである。北洋銀行は，北海道拓殖銀行の破綻に伴い，同銀行から道内
の営業譲渡を受け，また，その後札幌銀行とも合併した経緯もあり，大きな規模を誇る第二地方
銀行である。また，みなと銀行においても，兵庫県下で最大規模の店舗を有する銀行であり，三
井住友銀行の傘下にある銀行である。
　すなわち，海外進出をするためには，海外進出企業を支援するためのノウハウや人材，銀行の
規模が欠かせない。

２．地域経済・地域社会を支えるために地域銀行に必要な要件
　地域経済・地元企業を支える地域銀行の役割としては，海外業務の支援のみならず，成長分野
への支援なども欠かせない。しかし，こうした分野は，収益性は高いがリスクの高い分野であ
り，この分野においても，事業の成長性の見極めや融資手法面の工夫を行うなどの支援を行うた
めのノウハウが必要である（日本銀行［2012］）。
　他方，過疎化していく地域社会を支えるという役割も，人口減少が著しい地域に存在する地域
銀行には求められる。人口が減少する中で，収益性が高くなくとも，銀行の本来の機能である，
預金を預かり，貸出を行い，決済サービスを提供していかなければならない。じもとホールディ
ングスのように，こうした金融サービスの提供を継続していくための地域銀行も必要である。
　地域銀行の再編に当たっては，どのような地域銀行であろうとするのか，その理念のもとに再
編を行っていくことが必要である。特に，比較的規模の小さい第二地方銀行は，今後いかに存続

図表Ⅲ－２　海外に進出している地域銀行（2013年３月時点）

資料：日本政策投資銀行（2014）（出所：各行「ディスクロージャー誌」（2013年３月期）より作成
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していくべきなのかをよく検討することが求められる。

お わ り に

　本論文では，地域銀行の再編のあり方について見てきた。地域銀行の再編は始まったばかりで
ある。いかに地域銀行が再編されるかによって，地域経済の明暗も分かれかねない。地域銀行の
再編は，人口減少社会において経営基盤の強化の観点のみから行うのではなく，地域経済を今後
活性化させるために必要とされる金融商品やサービスを提供しうる地域銀行を構築するという視
点から行っていくべきである。また，銀行の公共性という役割も忘れてはならない。いずれの道
も容易ではない。リスクが高い道を選ぶのか，それとも収益性は低いが公共性を大切にしていく
道を選ぶのか，各々の銀行に委ねられるであろう。しかしいずれにせよ，地元企業・地域経済を
支えていくという使命は忘れてはならない。
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